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八
幡
学
区
青
少
年
健
全
育

成
会
議
の
事
業
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
子

育
て
講
演
会
「
親
塾
」
が
２

月

14

日
、
八
幡
小
学
校
３

階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
八

幡
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

か
ら
は
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

今
回
は
、
東
近
江
市
教
育

委
員
会
の
安
藤
宜
保
さ
ん
を

講
師
に
、「
思
春
期
と
ど
う
向

き
合
う
か
」
と
い
う
演
題
で

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公

演
は
、
親
し
み
の
持
て
る
内 

                                 

大
津
市
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
学
区
）
社
会
福
祉
協
議

会
連
絡
会
の
視
察
研
修
会
が

２
月
４
日
、
八
幡
コ
ミ
セ
ン

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
近

江
八
幡
市
社
協
を
通
じ
て
、

同
連
絡
会
か
ら
当
ま
ち
協
に

要
望
さ
れ
実
現
し
た
も
の

で
、
同
連
絡
会
か
ら
は

41

名
、
当
ま
ち
協
か
ら
は
６
名
、

又
市
社
協
か
ら
は
２
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

域
の
特
性
・
八
幡
学
区
ま
ち

協
の
設
立
経
緯
・
運
営
・
予

算
・
自
治
会
と
の
関
係
・
社

協
の
立
場
・
ま
ち
協
設
立
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
説
明
が

行
わ
れ
、
続
い
て
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問

内
容
は
概
ね
次
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
。
①
市
当
局
と
の

関
わ
り
、
②
自
治
会
と
の
関

係
、
③
運
営
・
活
動
資
金
（
市

交
付
金
・
ま
ち
協
会
費
・
そ 

                                    

の
他
）
の
調
達
と
経
費
・
事

業
費
の
配
分
、
④
住
民
（
学

区
民
）
へ
の
啓
発
、
⑤
自
治

会
加
入
状
況
と
促
進
⑥
そ
の

他
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
者
に
対

す
る
当
ま
ち
協
の
応
答
に
対

し
て
更
に
他
の
人
か
ら
質
問

が
上
乗
せ
さ
れ
る
と
い
っ
た

場
面
も
あ
り
、
マ
イ
ク
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
飛
び
回
り
、

熱
の
こ
も
っ
た
質
疑
応
答
と

な
り
ま
し
た
。
当
ま
ち
協
と

し
て
も
改
め
て
再
考
せ
ね
ば

な
ら
な
い
問
題
に
も
気
づ
く

こ
と
が
で
き
、
当
ま
ち
協
に

と
っ
て
も
意
義
の
あ
る
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。
帰
り
際

に
、「
い
ず
れ
、
更
に
具
体
的

な
問
題
に
つ
い
て
勉
強
す
る

た
め
、
改
め
て
訪
問
す
る
」

と
い
う
参
加
者
の
声
も
聞
こ

え
、
大
津
市
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
ま
ち
協
設
立
に
対
す
る
切

実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
他

地
域
と
の
研
修
会
は
、
訪
問

と
受
け
入
れ
を
合
わ
せ
る
と

数
十
回
を
数
え
ま
す
が
、
殆

ど
の
研
修
会
で
問
題
に
な
る

の
が
「
ま
ち
協
に
関
し
、
ど

の
よ
う
に
し
て
広
く
住
民
に

認
識
・
理
解
し
て
も
ら
う
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

今
回
も
名
案
が
な
い
ま
ま
、

今
後
の
課
題
と
し
て
模
索
が

続
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

                                    

○オ 「おはよう」  ○ア 「ありがとう」  ○シ 「しつれいします」  ○ス 「すみません」 ・・・  オアシス運動 
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ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
に
向
け 

あ
る
べ
き
姿
の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て 

大
津
市
で
は
、
現

在
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
設
立
を
巡

り
、
各
地
域
で
様
々

な
動
き
が
見
ら
れ
、

す
で
に
準
備
を
進

め
て
い
る
学
区
も

あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
ま
ち

協
運
営
に
関
し
て

い
く
つ
か
の
疑
問

を
抱
え
て
い
る
の

が
現
状
で
、
ま
ち
協

に
つ
い
て
の
イ
メ

ー
ジ
が
少
し
で
も

思
い
浮
か
べ
ば
と

今
回
の
研
修
が
企

画
さ
れ
た
よ
う
で

す
。 研

修
会
で
は
、
先

ず
、
八
幡
学
区
の
地

域 

                                  

子
育
て
講
演
会
「
親
塾
」 容

で
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、

要
点
は
概
ね
次
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
。 

 

子
ど
も
に
は
、「
良
い
子
・

悪
い
子
・
普
通
の
子
」
と
い

っ
た
表
現
が
さ
れ
ま
す
が
、

た
だ
単
に
外
見
や
行
動
か
ら 

そ
の
よ
う
な
判
断
を
さ
れ
て

い
る
の
が
日
常
的
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
家

庭
・
社
会
・
学
校
環
境
の
中

で
体
と
心
が
う
ま
く
付
い
て

い
か
な
い
こ
と
や
、
高
度
情

報
化
社
会
の
中
で
様
々
な
出 

                                 

来
事
に
翻
弄
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
起

因
し
て
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
を
理

解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

思
春
期
を
迎
え

た
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
、
親
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ

る
か
を
し
っ
か
り

と
考
え
、
情
を
も
っ 

て
子
ど
も
の
心
に

接
す
れ
ば
、
自
ず
と

親
と
子
の
心
が
通

じ
合
う
と
い
う
こ

と
を
結
論
と
し
て

学
ん
だ
講
演
で
し

た
。 
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可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ 

消
防
団
八
幡
分
団 

新
た
に
入
れ
替
え 

訓
練
を
反
復
す
れ
ば 

そ
の
時
必
ず 

役
に
立
つ 

国
際
理
解
・
多
文
化
共
生

学
習
会
が
２
月
１
日
、
八
幡

コ
ミ
セ
ン
大
会
議
室
と
料
理

室
を
使
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
の
部
で
は
、「
や
さ

し
い
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
～
日
本
人
も
外
国

人
も
共
に
生
き
る
社
会
～
」

と
題
し
て
、
公
益
財
団
法
人

近
江
八
幡
市
国
際
協
会
事
務

局
の
中
江
保
子
さ
ん
に
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

外
国
人
に
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
簡
単

な
日
本
語
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
の
後
、
外
国
人
に
も
確

か
な
災
害
情
報
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
大
学
で
研
究
さ
れ

誕
生
。
緊
急
時
に
早
く
情
報 

                                 

語
は
使
わ
な
い
、
⑤
文
を
短

く
分
け
て
書
く
、
⑥
ロ
ー
マ

字
は
使
わ
な
い
、
⑦
文
末
表

現
は
揃
え
る
、
⑧
は
っ
き
り

と
言
い
切
る
、
⑨
日
時
は
分 

 
 

                                     

か
り
や
す
く
、
⑩
擬
音
・
擬

態
語
は
使
わ
な
い
、
⑪
動
詞

で
表
現
す
る
、
⑫
言
い
換
え

を
添
え
て
説
明
す
る
（
緊
急

用
語
な
ど
）。 

中
江
さ
ん
の
話
の
後
、
人

権
部
会
長
の
安
田
晴
彦
さ
ん

か
ら
、
外
国
籍
住
民
リ
ー
ダ

ー
で
昨
年
４
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
安
徳
烈
さ
ん
の
足
跡
や

功
績
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

午
後
か
ら
会
場
を
料
理
室

に
移
し
、
牛
肉
を
使
っ
た
韓

国
海
苔
巻
き
（
キ
ン
パ
ブ
）

を
ワ
ー
ル
ド
ア
ミ
ー
ゴ
ク
ラ

ブ
の
講
師
を
囲
ん
で
実
習
し

ま
し
た
。
男
性
の
中
に
は
、

初
め
て
海
苔
巻
き
を
体
験
す

る
人
も
い
ま
し
た
が
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
作
業
を

進
め
、
出
来
上
が
っ
た
海
苔

巻
き
を
参
加
者
全
員
で
美
味

し
く
食
べ
ま
し
た
。 

                                     

今
回
で
２
回
目
と
な
る
彦

根
市
大
藪
町
自
主
防
災
会
と

多
賀
町
自
主
防
災
会
と
の
防

災
交
流
会
が
２
月
９
日
、
多

賀
町
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
、
大
藪
町
か

ら

12

名
が
、
又
多
賀
町
か

ら

17

名
が
参
加
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
互
い
の
共
通
の

課
題
で
あ
る
①
要
支
援
者
の 

                                

対
応
に
つ
い
て
、
②
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
、
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

①
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
大
藪
町
は
既
に
災
害
時

要
配
慮
者
（
市
が
指
定
し
た

要
支
援
者
＋
要
支
援
者
指
定

さ
れ
て
い
な
い
が
災
害
時
に

は
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人
）

を
把
握
さ
れ
て
お
ら
れ
（
実

際
に
は
要
支
援
者
の
倍
の
人 

                              

広
域
防
災
訓
練
で
は
、
避
難

所
運
営
で
の
課
題
を
見
つ
け

る
た
め
に
行
っ
た
こ
と
や
、

訓
練
に
つ
い
て
は
大
藪
町
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

周
り
の
自
治
会
を
取
り
込
ん

で
い
っ
た
こ
と
等
、
参
考
と

な
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

又
、
資
機
材
に
関
し
て
は
、

避
難
所
で
は
段
ボ
ー
ル
と
ガ

ム
テ
ー
プ
が
非
常
に
重
宝
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 ☆

段
ボ
ー
ル
は
、
床
マ
ッ

ト
、
ベ
ッ
ド
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
、
骨
折
の
添
木
、
紙
の

代
用
等 

☆
ガ
ム
テ
ー
プ
は
、

段
ボ
ー
ル
接
着
、
包
帯
の
代

用
等
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。 

結
論
と
し
て
、
大
規
模
災

害
に
お
け
る
非
難
所
運
営
は

地
域
主
導
で
行
い
、
行
政
を

当
て
に
し
て
は
い
け
な
い
。

自
主
防
災
会
は
災
害
時
に
い

か
に
し
て
地
域
住
民
の
命
を

助
け
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
意

見
が
一
致
し
ま
し
た
。 

今
回
の
交
流
会
も
予
定
時

間
を
超
え
て
熱
心
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
、
今
後
の
地
域

防
災
活
動
に
と
っ
て
実
り
多

い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。 

                                    

○オ 「おはよう」  ○ア 「ありがとう」  ○シ 「しつれいします」  ○ス 「すみません」 ・・・  オアシス運動 

「おはよう」  「ありがとう」  「しつれいします」  「すみません」 

自 転 車 は 道 路 の 左 側 を 走 行 し ま し ょ う 

 

（２） 

国際理解・多文化共生学習会 外
国
人
に
や
さ
し
い 

分
か
り
や
す
い
文 

！ 

を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
町
内
会
の

お
知
ら
せ
、
学
校
・

園
か
ら
の
手
紙
、

役
所
な
ど
の
窓
口

で
の
手
続
き
な

ど
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
役
立
ち
ま

す
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
お
お
む
ね

次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
①
文
は
短

く
す
る
、
②
簡
単

な
言
葉
を
使
う
、

③
カ
タ
カ
ナ
や
外

来
語
は
な
る
べ
く

使
わ
な
い
、
④
敬 

韓国海苔巻き調理実習 

数
）、
次
年
度
、
要

配
慮
者
を
誰
が
支

援
す
る
の
か
を
特

定
す
る
計
画
を
し

て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
多
賀
町

自
主
防
災
会
に
お

い
て
も
、
一
部
の

町
内
で
、
災
害
時

に
支
援
を
希
望
さ

れ
る
方
の
調
査
を

始
め
て
い
て
、
そ

の
中
で
、「
助
け
て

欲
し
い
」
と
い
う

人
と
「
助
け
て
あ

げ
よ
う
」
と
い
う

人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
必
要
に
な
る

こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
②
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
学
区
内
小

学
校
で
行
わ
れ
た 

      

彦
根
市
大
薮
町
・
多
賀
町
防
災
交
流
会 

従来の小型ポンプは、学区内で消防

車両が進入できない地域や八幡山の

山林火災での消火活動等に備えて平

成９年に配備され、約 22 年間学区民

の安心の支えとなっていましたが、

老朽化に伴い、この度、新しい可搬式

小型ポンプに入れ替えられました。 
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「おはよう」  「ありがとう」  「しつれいします」  「すみません」 

自 転 車 は 道 路 の 左 側 を 走 行 し ま し ょ う 

 

（３） 

平成３１（令和元）年度法人募金（特別会費）につきましては、多くの皆さまのご支援並びに関係各位の多大な

ご協力をいただきありがとうございました。お寄せいただきました募金は、地域福祉活動の充実・発展に有効に

使わせていただきます。ここに、募金のお礼とご報告を申し上げますとともに今後もなお一層ご理解、ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

八幡学区社会福祉協議会  会 長  白 井  久 隆            

(株)井上組 

(株)和田増 

小山音楽響室 

岩瀬商会 

本間牧場 

(有)扇屋 

滋賀中央信用金庫 

八幡支店 

有限会社 中野電機商会 

初雪食堂 

まるたけ近江西川 

カネ吉ヤマモトフーズ 

シキボウ(株)八幡工場 

株式会社 高木牧場 

 (株)栄畑瓦商店 

和た与 

株式会社 滋賀銀行  

八幡支店 

紙平 

チュチュタムラ 

京料理 宮前 

(株)ニシケン 

川梅鉄工所 

関西看板 

花一 

ティースペース茶楽 

(有)フカダイ 

梅原金物店 

美十 

(有)竹松商店 

滋賀中央信用金庫 本店 

大信建設 株式会社 

株式会社 竹内モータース 

ツジソト 株式会社 

華建築 株式会社 

(有)かじ直タイヤ 

ひさご寿し 

(株)京都新聞社 滋賀本社 

      滋賀北部総局 

(株)秋村組 

(株)ラーゴ 

近江花勝造園(株) 

(株)奥村佃煮 

 

きてか～な 

株式会社 日吉 

 (株)坪清 

ヴォーリズ老健センター 

ケアハウス信愛館 

ジーエムストーン(株) 

訪問看護ステーション 

      ヴォーリズ 

近江八幡和船観光協同組合 

福井電気工業(株) 

社会福祉法人 小羊会 

BAR SEA STONE 

みぞがみ建装 

ハヤタケ工業 

(順不同) 

※上記掲載の企業以外にもご協力いただきました。 

平成３１（令和元）年度の八幡学区の募金額は、690,627 円で、その内の７割の 483,439円の配分が、

近江八幡市共同募金委員会から八幡学区社会福祉協議会にありました。この配分金は、「福祉活動団体・子

ども会・老人会福祉活動助成金」の支給と、１０月２6 日(土)に開催いたしました「福祉フェスタ」事業に

活用させていただきました。 

【福祉活動全般】・日牟禮八幡宮 宮美会 

【子ども食堂】・株式会社 平和堂・ワイズメンズクラブ・NPO YORISOI network 

その他企業・地域の農家の皆さまよりご支援いただきました。ありがとうございました。 

 幕開けの歌は「たきび」でした。これを歌って、少

し暖かくなった気分になりました。 

 歌と歌の間には杉田先生の前置きの解説があり、歌

の意味がよくわかり、素敵なピアノ伴奏で楽しく歌え

ました。司会と演奏、ありがとうございました。 

 

「春よこい」では、赤い鼻緒の「じょじょ」履いて

……あっ、そうやった「じょじょ」やった。「りんごの

歌」では、みんなかわいらしく、赤いほっぺで学校へ

行っていたような気がしてきました。「湯島の白梅」

は、ちょうど私が生まれた年で、この歌が流れた時に

母親ががんばって私を世の中に出してくれました。お

母さんありがとうございました。又、「スキー」の歌

も、初めて信州の戸隠高原スキー場へ京都の友達と行

った時、夜に宿で歌いました。 

このように、歌の裏には数々の想い出があり、頭に

浮かんできました。全部で３４曲、声を出して歌い、

シニアには良い活性剤となり若返りました。 

 残念なことに、男性の参加が少なく、「男性陣よ、も

っと出ておいで！」 

歌の愛好家 伝治郎さん 

“ 歌はシニアの活性剤 ” 

歌を歌う前に、先ずは「リラックス体操」から 
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○オ 「おはよう」  ○ア 「ありがとう」  ○シ 「しつれいします」  ○ス 「すみません」 ・・・  オアシス運動 

「おはよう」  「ありがとう」  「しつれいします」  「すみません」 

自 転 車 は 道 路 の 左 側 を 走 行 し ま し ょ う 

 

（４） 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

　　　　　　　　八幡コミュニティセンター休館カレンダー ≪3 月≫

月 日（曜） 時 間 内 容 場 所 備 考

3月 6日(金)

１０：００～
１２：００

１３：３０～
１５：００

ワンコインカフェ”ほっこり”
エントランス

ホール
ご遠慮なく

送迎支援ご利用ください

3月 6日(金)
１０：００～

１１：３０
親子プレイステーション『たんぽぽ』

＜身体測定／入園前のお話＞
多目的室

保育所・幼稚園入園を控え、
　　　気がかりなことを
　　　　　　聞いておきましょう

3月 7日(土)
１０：００～

１１：３０

第６回はちまん豆知識講座／閉講式
 「地域のお宝発見！」

私たちの周りの様々なお宝を見つめ直し、
　　　　　　　　近江八幡の歴史的な価値を

　　　　　　　　　　　　　　　　改めて感じましょう

大会議室

＊市文化観光課から文化財担
当者が八幡学区の宝物（文化
財等）についてお話ししてくださ
います
＊申込不要

3月 13日(金)
１０：００～

１１：３０
親子プレイステーション『たんぽぽ』

＜おわかれ会＞
多目的室

一年間ありがとう
記念に手形を残しましょう！

3月 21日(土) １３：００～ 体育施設開放運営委員会（４月分） 小会議室A
八幡小学校・中学校体育館
夜間使用（19：30～21：30）

3月 24日(火)
１２：００～

１４：００

第５回はちまん子ども食堂
＜牛丼・みそ汁・イチゴ・黒豆ポン菓子＞

”ご飯”を通じて、地域ぐるみで
子どもを大事にする垣根のない居場所づくり

大会議室

申込：３月4日（水）～
（定員８０名）

受付時間：９時～１７時
（電話または窓口で）

3月 28日(土) ～１７：１５

令和２年度体育施設開放事業
団体登録最終期限

一定の要件を満たしたスポーツ団体のために
八幡小学校・八幡中学校の体育館を夜間

（１９：３０～２１：３０）使用できる制度

事務所
窓口

詳しくは、事務局（八幡コミュニ
ティセンター）までお問い合わ
せください

4月 1日(水) ９：00～ 貸館予約受付（コミセン・アリーナ ５月分）
事務所
窓口

≪さらに詳しいことについては、まち協事務局までお気軽にお問い合わせください≫


